
学習プリント

地理「特定の輸出品に頼るアフリカの経済」
年　　　組　　　番

名前

1．輸出用に作られる農作物
⑴　資料Ⅰのカカオ豆の生産量のグラフを見て、気付いたことをまとめてみよう。

⑵　�カカオのほか、ケニアの茶やエチオピアのコーヒーなどが
　　栽培されている目的を考えてみよう。

⑶　アフリカ諸国でこのような作物の栽培が盛んになった理由を説明してみよう。

2．進む鉱産資源の開発
⑴　資料Ⅱから、それぞれの国で多く産出される鉱産資源を書
　　いてみよう。

国　名 鉱産資源

ボツワナ 　　ダイヤモンド

ザンビア 　　銅　　コバルト

ナイジェリア 　　原油　　天然ガス

⑵　コバルトやマンガン、プラチナのように、埋蔵量がとても
　　少なく希少な金属をまとめ 　
　　て何といいますか。

3．アフリカの経済の課題
⑴　資料Ⅲから、３か国の輸出品目の共通点を挙げてみよう。

⑵　特定の農産物や鉱産資源の輸出に頼った経済を何といいま
　　すか。 　　　　　　　

（例）　�一年中高温多湿な赤道近くの国が多く、生産量の半分以上をアフリ
カの国々が占めている。

（例）　�先進国を中心としたほかの国に輸出するため。

（例）　�ヨーロッパの気候では栽培することが難しい作物だから。
　　　植民地時代に本国に栽培を強制されたから。　など

レアメタル

（例）　�農産物や鉱産資源が輸出品のほとんどの割合を占
めている。

モノカルチャー経済
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資料Ⅲ　主な国の輸出品
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本時のまとめ

（例）　天候や災害の影響を受けて特定の産物の生産が出来なくなったときに、ほかに輸出できるもの
　　　がなくなってしまうことや、熱帯の作物は価格の変動が大きいことから、経済が不安定になり
　　　やすい。

◆　�特定の産物の輸出に頼りすぎることで起こる問題を説明しよう。


